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1　緒

　前報1）において1年4ケ月パ1年8ケ月の幼児98名の

栄養摂取状況及び母のみた子供の食欲と実際のエネルギ

一摂取墨との関係を検討した。幼児期には遊ぴ食べ，食

欲不振2），偏食等がふえて栄養の偏りを招くとヤ・われで

いるが栄養摂取量と発育や血液像との関係を調べたもの

はほとんどない5そヒで今向は，幼児の栄養摂取量と体

格や血液性状等との聞に何等かの関係がみられるかどう

曇
口

か砕う病ヤ検討》たよ”』1

対象としては・ 卵鱗した98名硬噺らしく29名．
の資料が加わっだこと。rr象た栄養摂取量の評価の基準と

して昭和50年13月公ボざれたものを用いたことなどの点

揃報と多少巽る数吻斧ら姻い翻大勢として曙

ほとんど変化していな》Σo．．

皿　研　究　方　法

1）対象＝愛育病院保健指導部に来所する健康な1年4ケ

月一1年8ケ月の幼児127名。（男59名，女68名）

2）時期：昭和48年1月から49年4月まで

3）調査方法＝保健指導部に来所した日に対象幼児の母親

　に面擦して聞きとり法にようて食習慣及び黄日Φ食事

　の献立〆材料，分量などを想起さ章て記入した。 前回

　の報告では栄養指導後め1日分の食事摂取量を記入し

　たものと合せて2日分の栄養摂取量を調葺したヵ㍉ 本

報解おいて闘諏彌査による前日噴騨脚
　録のみを用いたα　 一　 、　　・＿　　 ．　．＿　一．

4）栄養価算出＝「三訂日本食品標準成令豪」によ？て弩

　取栄養量を算出したず又栄養摂取量の評価にほ 「昭和

　50軍日本人の栄養所要量」 を使用した。なおビタミ、ン

にっいてはア損耗率を以下のように考慮した。ビタミ

ンA 20％，・』B・30％》rB225％，C 50％。

5）体重及び身長：体重は聖ロカ式体窒計により．ン身長は

　仰臥位によって計測した6　　 r－
1　 』

6）血液姓状1ヘモグロ ビン量はン、 シァンメトヘモグマビ

．、
法により，血清総蛋白量は〆ハンドプ官テインを使

．

用し屈折法により測定した。　一　二』』 』6 』㌧．
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IH　研究結果と考察

1。　体重及ぴ身長

　対象幼児の出生時ン1ケ月時，1年半時における体重

及び身長は第1表の通りであるQ昭和45年乳幼児身体発

育値及び生後1ケ月時の推計値（生後38日目）に比較す

ると，幽生時体重は発育値に等しかったが，1カ月時の

身畏及ぴ体重は対象児の方がわずかに小さかった。1年

半時の身長は対象児の方が平均0．6㎝高く，体重も対象

児の方が平均2509大きかった。

　1年半の身長及ぴ体重について，出生時体重との相関

を調べたところ，いずれも1％水準で有意の相関があっ

たo武藤ユo〉らは出生時体重と2～4歳児の体重及ぴ身長

に有意の相関があったことを報告し，高野18）も出生時体

重の小さい乳児ほど12ケ月求での体垂は小さかったと述

タている。このように出生時体重は幼児期にもかなり影

響を及ぼしているといえるo

第1表　出生時，1カ月時ン1年辛時における

　　体重及び身長

乳児は3名でいずれも1年半時には回復していた。1年

半時には新たに4名が貧血レベルになった（1名は1ケ

月時のHb量不明）。Hb量に関しては1ケ月時と1年半

時との間の相関係数は0．08で両者の間に関係はみられな

かった。

　幼児の貧血の頻度に関する報告には，Hb量10．9g／dJ

以下を貧血の蒸準とすると，浅野等5）の24～40％，蔵重

等19）の17％詫摩6）の17％夕George　M．Oren7）による

米国幼児の3－27％（経済階層別）等があるが，これら

に比較すると対象児の貧血はかなり低率であり，米国の

富裕階層のものと同率であった。

血清総蛋白量の測定は1年半時のみであるが平均7ユ

第2表一A　工年半時のヘモグロビン量の分布

時期

出生時

1カ月時

1年半時

性別

　男

　女

平均

　男

女

平均

　男

　女

平均

身 長　　体 重

対象児45年度値対象児45年度値

54．2cm

54．2

54，2

81．4

79．6

80．4

50．2qn

49．7

50．0

55．5①

54，4

55．0

80．4

79．1

79．8

3，2439

3，109

3，171

4，767

4，393

4，567

10，883

10，196

10，515

3，2009

3，100

3，150

4β30①

4，440

4，635

10，530

9，970

10，250

注）①生後38日目の推計値

ヘモグ・ビン量1人 数し比 率

9．0 一　9／d61 ・人 1 ％

10．0 一　　1 41 3

11．0 一　　i ・・1 8

12．0 一　　1 3・し 24

13．0　’～ 1 371 29

14．0 一『 　1
251 20

15．0 一　　1 g　I 7

16．0 一　　1 51 4

17．〇一～ 1 41
3　

18．0 一　　1 ・1 1

2，ヘモグロビン量・血清総蛋白量

．Hb量と血清総蛋白量の分布は第2衷A，Bの通りで

ある。Hb値は対象児の73％が12．0－14．9g／dJの間に分

布し，血清総蛋白量は対象児の67％が6．8～7．5g／dJの間

に分布していた。Hb量は第2表Cのように，1ケ月時

の平均15，1g／dJであったが1年半では13，59／d能低下し

ている。蔵重3）の正常値と比較すると1ケ月時では同値

であったがン1年半では対象児値の方が商かった。

　小児貧血をHb量10、9g／dJ4）以下の者とみなすと，対

象児中これに当てはまるものは，1ケ月児で2％，1年

半児で4％であった。なお1ケ月時に貧血とみなされた

第2表一B　1年半時の血清総蛋白量の分布

蜻総蛋韻1人 数1比 率

危4－6・59／d6 6人 　　％5

6．6～6．7
13 1 10

6．8配6．9
1 22 17

7．0～7．1 1、3・ 24

7．2酎7．3
13 工0

7．4パ7．5
20 16

7．6四7．7
1 16 13

7．8～7．9
1 5 4

8．0～8，1
1 1 1
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第2衰一C　Hb量，血清総蛋白量の正常値との比較

時　　期

1カ月時

1年半時

性　別

　男

　女

平　均

　男

　女
平　均

ヘモグロ　ビン量 血清総蛋自量
対象児1
　　　　　9／d6
14．8　（10．7～20．2）

15．3（10．8～22．0）

15．1

　　　　　9／d6
13．5（10．7酎17．4）

13．5（9，8～17．7）

13．5

正常値① 対　象　児
9／d6

15．17

9／d6

12，77

　　　　9／d6
7．1　（6．4～7．8）

7．1　（6．4パ8，0）

7．1　（6．4削8，0）

正常値
②

9／d6

7，1

注①蔵垂
　②古田

g／酵であった。古田8〉による健康小児の正常値と同値で

ある。平均値に達しない幼児は47％であった。

　旺b量と血清総蛋白量の関係をみると，Hb量工1．99／dJ

以下の幼児群で血清総蛋白も6，79／dJ以下のものは20％

であったが，Hb量14．Og／dJ以上群には血清総蛋白・6。7

9／dJ以下の幼児は7％と少なく，Hb量と血清総蛋白と

の間には1％有意の相関があったo

　このように貧血は低血満総蛋白量と結ぴついていると

考えられるo象た山梨等9〉も妊婦におやて，低Hb群に

血清蛋白量の比較的低いものが多いことを報告してい

るo

3．栄養摂販量と体格及ぴ血液性状

　1）ヱネルギー

　（1）エネノレギー摂取量

　平均栄養摂取量および所要量に対する比率は第3表の

遡りであるo

　摂取熱量の範囲は328～工968Ca1となった。男児平均

986Cal2女児平均998Ca旦2総平均は992Ca且で所要量

の107％であった。所要量は男児が女児より50Cal商く

なっているが，本調査においては男女間に差はみられな

かった。

　体重当りの摂取量をみる とン所要量では87Ca1となる

が，本調査では96Ca1となり）その中，体重が発育値の

下限値以下の幼児では105Ca1，体重が上限以上のもの

で89Ca夏であった。武藤ら10）は2～4歳児で87Ca夏であ

らたと報告してい るがアこれは本対象より年齢が上であ

巻之め単位体重当りでは低かったと考えられる。

　（2）エネルギー摂取量と体格との関係

　エネルギ」摂取量が所要量の＋工0％以上であった幼児

44名（35％）一A群と一10％以下であった幼児40名（31

％）一B群について，各々の身長と体重を比較したもの

が第4表である。身長と体重に関しては，45年乳幼児発

育値の下限値に満たなかった幼児の割合を比1較してみ

第3表　1才半幼児の栄警探取量

エ　ネ　ル　ギ　ー た　　　ん　　　白　　質
脂　　　　肪

総 体垂㎏当 総 体重㎏当 動　　　蛋

　男
女平　　均

　　Ca6986

98

92

　　Ca6949896

　　940．0　

40．4

0．2　．

　　93．9

．0

．9

　　927．7

6．4

7．0

　　934．3

4．2

4．3　

所要量に対
る比率

％1

107　　　　　　一 ・25％
一 一

一　

カルシウム 鉄 ビタミンA　　ビタミンB一　ビタミンB2 ビタミンC

　男

　女
平　均

572mg
569

571

5，0mg

5．3

5．2

1077i’u’

1038

1056

0．38mg

O．42

0．40

0．7gmg

O．79

0．79

37　mg
53

』46

所要量に対
する比率

「エ43％ 74、警1 ・・6％ …％ 158％ 115 　．％
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第4表　1年半時の栄養摂取量と体格及び血液性状との関係

栄．養摂．取 ．量
人

数

身　　　長

（雑籔下）
体　　　重
（鞭搬下）

　H　　b　量　　　血清総蛋白量
（1L99／d6以下）　（6．79／d4以下）

エギ　A所要量以上①
ネ

ルIB〃以下②

44人 9％ ・4％ 14％ 　　％11

4・1 25 23 18 33

雷A所要量以上③1

質B〃以下④！

661
14 18 12 11

241
21 17 21 仏

29

動A（所蜷以上）⑤1・・41 14 1 15 12 1 13

蛋B（〃以下）⑥ 　g［ 44 33 0 1 33

充ウA所魏以上⑦1

シムB〃以下③

841
16 17 1 12 13

311
23 23 13 19

鉄A蕨量以上⑨い71
　　B〃以下⑩182

24 24 18 6

13 15 9 1 18

全対象の平均
1271

17 1 18 12 15

た。

注　①　所要量の＋10％以上　　男1100Ca6以上　　女1045Ca6以上

　②所要量の一10％以下　　男950Ca6以下　　女855Ca6以下
　③　所要量の＋20％以上　　男　429　以上　　女　369　以上

　④　所要量以下　　　　　　男　359　以下　　女　309以下
　⑤③の45％以上を動蛋で摂るとして　男18．99以上　　女16．29以上
　⑥　動蛋摂取が蛋自所要量の45％以下　男15．89以下　　女13．59以下

⑦所要量の＋20％以上
③’所婁量以　一

⑨所要量以上
⑩所要量の一20％以下

男・女　480mg以上
男。女400mg以下
男・女　7，0mg以上
男・女　5、6mg以下

　　　　　　Hb量に関しては，エネルギー所要量を上まわって摂
　身長と体重が発育値の下限値以下であった幼児は，所

要量以上摂取群（A群）に比較して，所要量以下摂取群

（B群）の方が多い傾向となったが，体重ではその差は

有意の水準に達しなかった。しかし身長に関しては2そ

の差は5％有意水準に近かった。

　エネルギー摂取量に関して桑運動量を考慮することな

しに体格との関係を論ずることは必ずしも適当ではない

がン1歳半前後の幼児の運動量測定は困難なのでいちお

う除外した。本調査においては，エネルギー摂取量と体

格との間にわずかではあるが関係があることかうかがえ

る。水野ら20）は体重発育と摂取熱量との間にはある程度

の平行関係がみられたと報告している。

（3）エネルギー摂取量と血液性状との関係

一般に貧血の指標とされているHわ量は10．99／dJ以下

であるが，本対象幼児中にはこれに該当するものが少な

かったoしかしHb量は129／dJ以上であることが望まし

いとされているのでHb量は11，9g〆d似下，血清総蛋白

量は6， ヱg／塵以下であ？た幼児の割合を比較レてみた。

取したA群と下象わって摂取したB群の差はほとんどみ

られなかったが，杉原等n〉は摂取エネルギーの低い鮮に

貧血妊婦の多いことを報告している。

血清総蛋臼量が基準値以下であった幼児の割合は，所

要量以上の摂取群（A群）よりも所要量以下の摂取群

（B群）に多く，その差は2％水準の有意差であった。

全対象の平均と比較すると，エネルギー摂取量炉所要量

以上（A群）となっても基準値以下の幼児の割合は殆ん

ど変わらないが♪摂取量が所要量以下（B群）になると

約2倍に増加する傾向があった。

2）蛋白質

（1）蛋白質摂取量

摂取蛋白質の範囲は8．8～74．49で男児平均40．09，

女児平均40。49である。総平均は40．29となり所要量の

125％であった。所要量は男児が女児より59高くなっ

ているが，この調査では男女間に差はなかった。昭和50

年の所要量を体重㎏当摂取量にすると2，99であるが本

調査準おける体重1㎏当摂取量1ま3．99二と欺った。その

一76一
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中，体重下限値以下の幼児で4．49ン体重が上限値以上　比の平均は67％であった6

り幼児で3、79摂取していたQ武薩10）は2倒4歳児で単

位体軍当3．嬉であヤたと県告して勢るが1攣白質につ

いても本対象より年齢が上であるために低い数値であっ

た と考えられるo

　（2）蛋臼質摂取量と体格との関係

　蛋白質摂取量は所要量の一10％以下であった幼昇が少

数例のため，所要量の＋20％以上摂取した66名（52％）

一A群と所要量以下であった24名（19％）一B群ばつい

て比較した。

　結果は第4 表のように身長の下限値以下である幼児の

割合は～蛋白質摂取量が所要皐以上である4群よ勢も所

要量以乍であ資B群に多く蛋白質摂取量と身長には関係

がみられたが，有意の差ではなかった。体重に関しては

蛋白質摂取量との間に関係はなかったQ

　長嶺ら拗は，世界各国の蛋白質摂取量とそρ国の身長

発育との間に密接な関係渉あることを報告している。又

武藤10）は，2－4歳児の蛋自質摂取量と体重ゴ身長に関係

購賛籍騰葛議試驚叢燦器
摂取量と体重や身長との閲鑑正の相開歩成立するカ㍉輩

白質が充分供給されてヤ）る郭象の問では特に蛋鼻庫摂取

盤野との間醐の相晦ヰしなヤ）と吹

　（3）蛋自質摂取量≧血液性状≧り関係

　軍白質摂取量が齎要量奪上まわ？ていうA群年於て血

液性状 くHb量の血清緯蛋自量） が奉準値以下であマ牟

幼児の割合は，全対象のものと差がなかったQすなわち

蟹臼質を所要量より多く摂ってむ血液性状がぷく奉るわ

けではないが7撮取量が所要量を　まわると血諌性状垂ま

全対象の平均より悪くなる傾向びみられた。 特嗜血清総

蛋臼量に関しては，所要量以上操取群（A群）、と所要量

以下摂取群 （B群）との間に，z2検定で5％水準の有意

差があったプ

　杉原等恥は蛋白摂取量の低い群にHb量の低い貧血妊

婦が多かったと報告しているが本調査と同様な結果であ

る。・

3）動物性蛋白質

　（1）動蛋摂取量

　 動物性蛋自質の概取量の範囲は，6・1ダ56・79で男児

平均27179，女児平均26，49とな・りう1総平均は27，09で

あらたσ栄養審議会では蛋白質所要量の45％以上を動蛋

から摂る1ことが望まし跡とされているので）仮に動蛋所

要量を蛋白質所要量の45％に当盗男児15．89，女児13』5

9とすると，総平均はこの基準の．184％になろたQ動蛋

　（2）動蛋摂取量と体格との関係

　動蛋摂取量を馬その簿囲が大きかったので，第4表の

よう に所麩以下で痂た9名（7％）一畔廟聴
の＋20％以上摂取した104名（82％）・二A群とφ比輌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア侮に・蠣脚の樋すでに蛋螺所要量を上勉狐
いた（松わち破藤量の2融上）32名 （25％）煙

つヤ・ 三踊の騨を行った・32名の身卑題唯
　準値腿　であった幼児φ割合は，』それぞれ6％と9鱗で

　ある。

　結果ぱ動蛋摂取量が多ヤ、群ほど・身長と体璽の下限値

　以下である幼児の翻合は少な＜ な窮特年身母に開レ不

　ほン動蛋摂取が所要量以下であるB群と所要量の2倍朕

　上摂取している群との間には， 1％水準の有意差があっ

　た。同㌣．く体重に関レぎは5％近くの有意葦溝あった。

；Φように動響噂キ身長才憾との聞に1‡密御関

　係があった。

　 （3）動蛋摂取量と血液性状との関係

　乙鋤蛋所要量の2倍以上を摂取していた32名に於ける

．獅靴血灘聯騨蝉値以下であった幼児の縮
　はジ それぞれ6％と16％であった。

　　三段階の動蛋摂取量ど血液性状との関係をみるどr耳b

濫纒灘畠驚灘麟鴇華鐡蛮
ら帥し郊蝉鰐憩郷卿合は・．蝉即平均

惣わ脇彩寧堕捗か蜘しわ1レ瞬融
　量歩所要量以下で南った昂合、（1寧群）1こは平均値率 りも

蝉騨下φ郷卿麟緯畔増力・し頗灘聯
　量の値が低下する傾向がみられた。

　　4〉カルシウ為

　　（エ）カノ財較摂嘩・

　　カルシウム摂噂嘩騨β興以鯛廊男572咳
　牟56♀蟹となp総平均F或57真解であった。所要量の・工43

　％1こ逮レ卑。・

　　（2）カノレシウ｛探取量≧体格』と㊨関｛系　、

　　カル平ウム渋取鋤斬要量め＋20％以ゐ上まわρた

　84名（66％）一A群と，所要承を下集わった31名（24％）

　一B群を比較した〇　二．』：、』r 、F し 1rン［｝．

　　摂取量が所要量を上まわっているA群では》 身長や体

　璽が下限値以下である幼児の割合は金対象の平均と変わ

　りなかったが，所要童を下まわって摂取した場含（B群）

　には）平均よりも基準値以下の紳児の割合が多くなる傾

　向がみられた。

　　（3）カノレシウム摂取量と血液性状との関係 異． 汽：∵

　　カルシウム摂取量と血液性状の問に1覇評定の関係はみ
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第5表　1年半時の栄養扱取量と体格及び血液性状との関係

栄養　摂取　量
人　　身　　　　長

糠搬下）

体　　　　重　　　　H　b

糠搬下）（1L99／d6
量　　　　血清総蛋白壷

下）　（6．79／d8以下）

脂　A（所要量以上）⑪ 72人
　　　％14

・7％ 32　％1 10 ％

質B（〃以下）q
361

25　1 25　1 33　1 22

甑A蕨量以上⑬1 91 ・5　1 ・5　1 ・・　1 13

ジ　B〃以下⑭1 19’ 2・　1 2・　1 ・6　1 32

欝A所要量刎 12 8　1 8　1 25 8

ギ質　　B　　〃　 以下 17 ・8　1 18　［ 24　『 35

10　⑮A＆以上の栄養素
の　　　　が所要量以上

・・1 9 g　I 9　［ 9

霧素B雛鱗素1 9 1 33　1 44　1 ・1　1 45

』全対象の平釧 工27 17 ・8　1 12　1 15

注　⑪　脂質よりの熱量比25％を仮の所要量として，所要量の＋20％以上

　　　　　　　　　　　　　　　男33，49以上　　女3L79以上
　⑫所要量以下　　　　男27、89以下　女26．49以下
　⑬所要量の＋20％以上　　男・女0，6mg以上
　⑭　所要量以下　　　　　　　　 男。女　0．5mg以下

　⑮エネルギー・蛋白質・動蛋・脂質しCa・Fe・ビタミンAアBbB3，C

られなかったが2これは当然の結果と考えることができ

る0

　5）鉄

　（1）鉄摂取量

　鉄の摂取量の範囲は0．7～工0．5叩となり・男児平均5．0

脇女児平均5・3曜・総平均は5．2塑となり2所要量に対

する充足率は74％と他の栄養素の場合と比較して最低で

あった。又摂取量が所要量に満たない幼児が86％に達し

た。

　本調査における鉄の摂取量が低かった原因について，

前報1）では食構成と比較して緑黄色野素の摂取が少なか

ったことも一肉ではなかろうかと考察した。

　鉄擾取量に関して，中山13〉は1～2歳で平均5．7解，

蔵重ユ9）は10ヶ24ケ月児で平均4，7解，岡田14）は3～6歳

児の鉄摂取は所要量の92～145％　棚橋等15）は4～5歳

児で平均7，4叩（所要量の93％）であったと報告してい

るo

　（2）鉄摂取量と血液性状との関係

　鉄擾取量が所要量を上まわった17人（13％）一A群と

所要量を一20％下まわった82人（65％）一B群を比較し

たo

　結果は第4表の通りで，Hb量に関しては，基準値以

下の幼児の割合が，所要量以下摂取群（B群）よりも所

要母以上摂取群（A群）に多く，エネルギーや蛋白質と

は反対の結果になった。鉄の摂取が多いほど蛋白質の摂

取も多くなる傾向があったので，鉄摂取が所要量以下で

あったB群の蛋白質摂取は少なかったと考えることがで

きる。それにもかかわらずHb量の基準値以下であった

幼児の割合が全対象の平均よりも少なかった。このこと

から鉄の所要量の値が高すぎると考えることはできない

であろうか。幼児の鉄の必要量を策定するための資料が

不充分であるといわれているので，なお検討の余地があ

ると思われるo

　蔵重ユ9）やSmith星6）福島21）は鉄摂取量と貧血の発生に

は関係があったと報告しているが夕特に蔵重ユ9）は，離乳

が遅延していない群では，貧血と鉄摂取に関係はなかっ

たと述べている。又杉原1Dは，エネルギーと蛋白質に関

しては7その摂取量が多いほどHb量も多かったが7鉄

摂取量とHb量の間に一定の関係はなかったと報告して

いるo
　本調査においても対象の蛋臼質摂取量はかなり多いの

で，鉄摂取量の多少とHb量との関係がみられなかった

と考えることができるかもしれない。又中山竃3）は鉄の利

用率は総鉄よりも利用可能鉄との関連が深いと述べてい

るが，利用可能鉄の摂取量をみることができれば，結果

はどうなっていたであろうか。いずれにしても調査日数

が1日であったのでン今後さらに検討する予定である。

　血清総蛋白量に関しては所要量以上摂取群（A群）に

基準価以下の幼児が少なかったが，所要量以下摂取群

（B群）ではほぼ平均と等しかった。

一78一

箋

笥



土井他＝低年令幼児における貧血に関する研究

　6）脂質

　（1）脂質の摂取量

　脂質の摂取量の範囲は9．4～71．49 （熱量比12～45％）

となり・男児平均34．39，女児平均34．29・ 総平均は

34・39となった。脂肪の所要量として仮りに熱量比を25

％とすると所要量の充足率は127％であったσ1脂肪から

の熱量比の平均は31％となづていた。

　（2）脂質の摂取量と体格及び血液性状との関係

　脂質摂取量が，仮の所要量の＋20％以上であった72名

（57％）一A群と，所要量以下であった36名（28％）一B

群を比較したところ脂質摂取と体格及び血液性状との関

係はなかったが，当然の結果であろうd

　7）ビタミン

　（1）ビタミンの摂取量

　ビタミンAの摂取量の範囲は238－5742i，u』で総平均

は1056i，u．とな り所要量の106％であった。対象幼児の

56％はその摂取量が所要量にみたなかったoビタ・ミ・ンB1

の摂取量の範囲は0，10－1．17鞍で総平均は0．40昭となり

所要量の100％であった。対象幼児の57％はその摂取量

瀞所要量にみたなかった。ビタミンB2の摂取量の範囲は

0．27－1．91翠で総平均は0．79解で所要量の158％であっ

たo対象幼児の15％はその摂取量が所要量にみたなかっ一

た。ビタミンCの摂取量の範囲は1～208鞍で総平均は

46鞭鞭即・・5％飾ヤ渇対象幼児の58騨そめ
摂取量が所要量にみたなかった。

　（2）ビタミ7の摂取皐と体格及び血液樺総≧の開係

　貧血に関するピタミンとレて，・¢，B6，B12葉酸等が

知乾れて塾肇。一1ずタ、ミシ（》と体格及び血法には何らの関

係も為ちれなかった。蛋自頚摂取畢と恥及びB2の探取

量の相関をみたところ工％有意で相関を示したので，蛋

白質摂取の多ヒ群では同じ写癖であ為B12や葉酸の摂取

も多くなっている可能性が考えられる。そこでビタミン

B2に餅て騨してみた・㍗，

　（3）ビタ、ミンB2摂取量と血液性状との関係

ビタミン厳取酢関しTFホ・第嬢に南研黙以
下であった19名（15％）一B群と所要量め＋20％以上で

あった91名（72艇ア』今群との比較り他に〆漸要斌g2

倍批搬取し牟24人』（・9彰〉の三段隣こつ瞳購し

た。所要量の2倍以上摂取群のHb量及び血清総蛋白量

の基準値以下であった幼児の割合は〆4％と13％であ1っ

たo

　Hb．量に関 しては，B2摂取量が多くなるほど基準値以

下の幼児の割合が減少したがン所要量の＋20％以上摂取

群（A群）の値曝全対象の値と ほぽ等レくダ蔦の摂取量

ではHb量に影響を与えなかったb

B2摂取量は牛乳摂取が多くなるにつれて増加する と考

えられる。’そこで牛乳摂取量とHb量との相関をみたと

こう・ 旨、％有意の正の相関があった。牛乳中には鉄や錫

の含量が少なヤ癖めプ 、午乳栄養児には貧血が多ヤ’ こと

をンSchubert17）やGeQrge　M，Owen7）は報告レ1ぐい

る。．しかし本対象幼塀では牛乳渋取量が多い揺亭Hb鯵、

が商くなっているび，。，他の食昂かわの錬の供給瀞充分で

嫡ため極このゆ聯騨塵た拷蝸こ拶で
きる。

，1血清総蛋自量が麸準値以下になった幼児ゆ剴合を為 B2

操取量渾￥・ぐらふ樫ても平均値と変りがなかった魁B2

摂取量が所要量以下てB群）、である場合嗜け平均偉の約

β倍に堪加する傾向炉あ？痙。 な諮所肇量以上探取奈群

と斯要承隊下摂取。阜群との差は， 5％水準の有意り差で

あった。

　8）栄養素の組合せ　　　　　　　　　　　　．、・．

洋ネルギ〔と蛋白質と鉄の三者の摂取量が所要量以上

であった12入と所要墨以下であρた17人の体格及び典液

性状について各栄養素と 同様に恥較し左づ・（r④とナう）

　又10の栄養素のう ち8．っ以上の摂取量が所要量以上で

あっ之11人と・ε？以上㊨探取翠騨所要量以下であ？な9

人について各栄養素と同様に比較レた。 （一◎とする）

　（1）栄肇素㊨緯合せ＠◎と体格及び血液性状との関係

，組合せた栄養素の摂取量が所要量以下である場合にお

ける身長， 体璽，血清総蛋白量の麸準値以下であった幼

児の割合は〆所要量以上摂取群より多かった。しかし組

合せた栄養素の摂取量とHb量とは無関係であったo
．』 原脚は妊婦においてン エネルギーシ 蛋白質ナ 鉄の摂

取量がいず矛しも所要量の9割以上二であった群と，　7割以

下であった群との比較において，7割以下摂取群の方に

貧血が多かったと報告レて埜るが，本調査ではこのよう

な関係は見出されなかったび

IV　要 約

L対騨1璃朔一1弊ケ月』鋤児1略聯う6
母親に面接して聞き取り法に零って』前日1日分の栄

　養摂取量を調査した。同時に身長2体重ジ Hb量，血

　清総蛋白量を測定した5　　　　　　　　　　　　　　　，

2．　対象児の体格を昭和45年乳幼児身体発脊値と比較す

る；とジ出生時体重はほぽ同値61ケ月時め体格a対象

一⊆79一
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　児がわずかに小さかったが，1年半時では対象児の体

　格の方が大きかった。

3　1年半時の身長及ぴ体重は，出生時体重と1％水準

　で有意の相関があったQ

4，　1年半時のHb値は対象児の73％が12．0～14．99／dJ

　の間に分布し，平均13．5g／dJと正常値に比較して高か

　った。小児貧血をHb量10。99／d4以下の者とみなす

　と，対象児中該当ずるものは4％と低率であった。

5，　1薙半時の血清総蛋白愛は対象児の67％が6．8～7．5

　g／dJの間に分布し，平均7．19／虚となり，正常値と同

　値であった。

6．各栄養素の摂取量の総平均は以下の通りであった。

　エネルギーは992Ca1で所要量の107％に当り，単位体

　重当り96Cab蛋白質は40．29で所要量の125％に当

　り，単位体重当り3．99。動蛋は27，09で，動蛋比は

　67％。カルシウムは571叩で所要量の143％。鉄は5．2

　叩で所要量の74％とな窮他の栄養素と比較して最低

　の充足率であった。脂質は34，39で脂質からの熱量比

　は31％oビタミンAは1056i．u．で所要量の106％。ビ

　タミンBユは0．40叩で所要量の100％oビタミンB2は

　0，79解で所要量の158％oビタミンCは46昭で115％で

　あった。

7．　各栄養素につき，所要量以上摂取群と所要量以下摂

　取群の身長，体重7Hb量，血清総蛋白壷の基準値以

　下であった幼児の削合を比較した。

8．　各栄養素と体格との関傑は次のようであらた。なお

　身長と体璽は，45年乳幼児発育値の下限値に満たなカ～

　った幼児の割合を比較した。

　　身長が下限埴以下であった幼児の割合が所要鼠以上

　摂取群よりも所要量以下摂取群に多かった栄養素は，

　 エネノレギ」，蛋白質，動蛋，Caであった。特に動蛋摂

　取量と身長との関係は密接でン摂取量が多いほどプ下

　限値以下の幼児の割合が減少する傾向があり∫動蛋摂

　取が所要量以下である群と所要量の2倍以上摂取して

　いる群との閥には》196水準の有意差があったo

　 体垂が下限値以下であった幼児め割合が所要量以上

　摂取群よりも所要量以下摂取群に多かった栄養素は2

　エネルギーと動蛋とCaであった。しかし有意の差で

　はなかった0

9，Hb量に関しては11．99／dJ以下の幼児の副合を比較

　した。Hb量は蛋白質とビタミンB2量の摂取と関係が

　みられた。Hb量とビタミンC摂取量とは関係がなか

．　った。全体的に栄養摂取の影響が少なかったがン他の

　角度からの検討が必要である。

10．牛乳摂取量とHb量との間にはシ5％有意の正の相

　関があった。

1L鉄の摂取量が所要垂以下である群におけるHb量の

　基準値以下である幼児の割合は，平均より少なかっ

　た。対象幼児の蛋白摂取量が多かったので鉄摂取の影

　響を受けなかったのであろうかo鉄の所要量の値が高

　すぎるのではないか。1いずれに しても調査日数が1日

　であったのでさらに検討することが必要であるる

12，血消総蛋白量に関しては，6．7創d’以下の幼児の割

　合を比較したび栄養素の摂取量が所要量以上である群

　に比較して，所要量以下の場合に基準値以下になる幼

　児の割合が多かったものはンエネルギー，蛋自質，動

　蛋，Cai，鉄，ビタミンB2であった。なおエネルギー，

　蛋白質，ビタミンB2におけるその差は2－5％水準の

　有意の差であったo　　　　　　　　　　 　　　1

　全対象の平均と比較すると，摂取量が所要量以上に

　なづてもほとんど変わらないが摂取量が所要量以下で

　ある場合には，基準値以下の幼児の割合が増加する傾

　向があった。

13，組合せた栄養素の摂取は，身長，体重，血清総蛋自量

　と関係がみられたが，Hb量に関する影響はなかった。
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